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国土交通省港湾局



ロゴマーク

CNPを印象的にまとめることで、マークとしてシンプルな強さを求めました。
2050年カーボンニュートラルに向けて、水平線は無限の可能性、港湾を起点とする波及効果で世の中を変えていきたいという思いをグラデーションで表現しました。
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コーポレートカラー

ロゴマークは、可能な限り、基本表示（カラー/グラデーション）で表現し、必ずコーポレートカラーを使用してください。
]表示色は、プロセスカラーの表示を基本としています。色数に制限がある場合は、単色で表示することも可能です。
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単色表示（カラー／ベタ）

単色表示（ブラック／ベタ）

単色表示（ホワイト／ベタ）

基本表示（カラー／グラデーション）

単色表示（ブラック／グラデーション）



コーポレートカラー表記 A
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基本表示
（カラー／グラデーション）

単色表示
（ブラック／グラデーション）



コーポレートカラー表記 B
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単色表示
（カラー／ベタ）

単色表示
（ブラック／ベタ）

単色表示
（ホワイト／ベタ）



ロゴマーク バリエーション

ロゴマークは、シンボルとロゴタイプの組み合わせを正規のロゴマークとして使用することを原則としています。
使用用途のスペースにより、バリエーションB、バリエーションCを使用しても構いません。通常はバリエーションAのご使用をご検討ください。
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バリエーションA バリエーションB

バリエーションC



ロゴマーク アイソレーション

ロゴの周囲には一定のアイソレーション（保護エリア）が必要となります。この領域内には、いかなる要素も配置することができません。
アイソレーションを確保していても、ロゴの印象を損ねるような目立つ要素をロゴの近くに配置することはできる限り避けてください。
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ロゴマーク 最小使用サイズ

ロゴマークの使用にあたり、視認性を確保するために、最小使用サイズを規定しています。
※媒体の性格上やむを得ない場合はこの限りではありません。その場合は、視認性に留意しつつ使用してください。
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背景色との関係（基本表示）

基本表示は、白地で使用されることを前提として設定されています。やむを得ず白地以外の濃い背景や、複雑な背景に表示する場合は基準が設けられています。
ロゴマークの識別性を高め、そのイメージを効果的に表現するため、背景色の明度に応じて、カラー・モノクロの表示を使い分けてください。
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基本表示（カラー使用） 白地、地色が薄い場合 地色が濃い場合（ロゴが認知可能な場合）

地色が濃い場合（ロゴが認知不可能な場合は余白を設けてください）



背景色との関係（単色表示）

基本表示は、白地で使用されることを前提として設定されています。やむを得ず白地以外の濃い背景や、複雑な背景に表示する場合は基準が設けられています。
ロゴマークの識別性を高め、そのイメージを効果的に表現するため、背景色の明度に応じて、カラー・モノクロの表示を使い分けてください。
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単色表示

白地、地色が薄い場合 地色が濃い場合 地色が柄の場合（ロゴが認知不可能な場合は余白を設けてください）

スミ1色表示は、K0％〜K40％、白抜きはK41％〜K100％の場合に使用。本チャートは目安ですので、使用状況に合わせて視認性を重視してください。



使用禁止事項

ロゴマークの視認性・判読性を維持し、イメージを正しく伝えるために、形状の変更や加工はしないようにしてください。
規定を守って下記のような使用を避けてください。
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